
報 道 配 布 資 料

平成２２年(2010年)５月１８日

所 属 名 所属長名 部局長名 連 絡 先担当者職・氏名

附属地域共生センター所長 附属地域共生センター学長
山口県立大学 083-928-3495え さと けんすけ

江里 健輔 赤羽 潔 西山 香代子
あかばね きよし にしやま か よ こ

全県、岩国、柳井、下松、光、周南、山口、防府、宇部、美祢、山陽小野田、発表内容の
関係地域

下関、長門、萩、首都圏

１ 件 名
平成２２年度 山口県立大学 サテライトカレッジ参加者募集について

２ 内 容

Ｎ 件 名 概 要 ①期間 ②会場
０ ③受講料

④申込方法等

生活習慣改善の目標を自分で決め ①平成22年6月5日（土）岩国（周東）サテライトカレッジ
て実践します。講座では、目標の決 ～ 8月7日（土）１
め方、長続きをさせるコツ、食生活 全３回「すこやかライフセミナーin周東
や運動習慣のヒントなどを、グルー ②周東中央公民館～仲間と一緒にトライ 」！！
プ学習の形式で学びます。 ③1,000円

④別添チラシのとおり

①平成22年6月 5日（土）山口（阿東）サテライトカレッジ 国際社会に於いて、いろいな国
～6月19日（土）２ の自然、文化、生き方などを学

全３回「世界への扉を開こう！ び、暮らしに生かしていきます。
阿東内各地域交流センター～豊かなライフスタイル再考～」 ②

③1,000円
④別添チラシのとおり

下松サテライトカレッジ 生涯現役、生涯青春というテー ①平成22年6月12日（土）
３ マで、地域の歴史・文化・生き方 ～8月21日（土）

「生涯青春！ 地域を知ろう」 を学びます。また、国際的な視野 全６回
から地域を見つめ直し、地域での ②下松中央公民館
役立ちについて学びと実践から考 ③2,000円

別添チラシのとおりえていきます。 ④

地域環境アドバイザー養成講座 身近な地域環境に関心を持ち、 ①平成22年6月 8日（火）
４ 【実践編】 学びから実践につなげていく環境 ～11月13日（火）

アドバイザーを養成します。今年 全１０回
は２年目となり、修了者には「山 ②山口県立大学及び各実践
口県立大学地域環境アドバイザ フィールド
ー」の認定を授与します。 ③3,000円

別添チラシのとおり④

３ 申し込み・問合せ先

山口県立大学附属地域共生センター
「生涯学習部門」
〒753-8502 山口市桜畠３丁目２－１

TEL/FAX (083)928-3495





  
 

 

  

 

 

 

          

               

 

 

 

 

        
 

 

 

 

 

               

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■受 講 料 １，０００円（全講座分として初回徴収。）      ■募集定員 ３０名程度 

■受講方法 全講座の受講者には修了証を授与します。      ■申込〆切 ５月２６日（水） 

■主   催 山口県立大学                   ■提 出 先  阿東地域交流センター 

■共   催 山口市・阿東地域交流センター                       又は各分館 

                               ■問い合せ 阿東地域交流センター 

                                          ℡ 083-956-0116 

  山口県立大学サテライトカレッジ申込書 

 郵便番号   

 住   所   

名   前    

電話番号   

き り と り 

第１回（6/5） 阿東地域交流センター 

第２回（6/12） 阿東地域交流センター地福分館 

第３回（6/19） 阿東地域交流センター生雲分館 

フィンランドの暮らし方とデザイン 
～素敵なライフスタイルを演出する源泉～ 

世界で常にトップクラスの魅力ある国、フィンランドについて、そ

の豊かな暮らしを演出するシンプルで暖かいデザインを通して紹介

します。 

国際文化学部 教授 井生 文隆 

 

「日本って面白い国だなぁ～」 
～20年、暮らしてみて思うこと～ 

異文化交流・異文化理解の視点から日本に暮らして感じたことを深く・分か

りやすくお話しします。外国人の目を通して日本の面白さに再発見することが

できるでしょう。 

国際文化学部 准教授  シャルコフ・ロバート 

イギリスに学ぶ豊かな暮らし方 
～ゆとり・ユーモア・ボランティア～ 

質素な生き方・大人の国・市民の声が社会を動かす自立した個人の存在等

で有名なイギリスの様々な横顔を紹介しながら、日本に生きる私たちや子ど

もたちのライフスタイルについて見直します。 

国際文化学部 教授 岩野 雅子 



平成 22 年度 山口県立大学 下松サテライトカレッジ 

 

 

 

 

山口県立大学の講師陣による講座です 

   期 間 平成 22 年 6 月 12 日（土） ～ 8 月 21 日（土） 13：30～15：00  

会 場 下松中央公民館 

 日 時 テーマ・講義内容 講 師 

1 

6 月 12 日 

（土） 
13：30～ 

15：00 

大内氏の祖先伝承と妙見信仰 
琳聖大使を祖先とする大内氏の主張と、下松にゆかりのある妙見信仰との関

係についてお話しします。 

国際文化学部 准教授 

伊藤幸司 

2 

6 月 26 日 

（土） 
13：30～ 

15：00 

地域資源を生かしたファッション 
～異文化を理解し暮らしに生かす～ 

地域の自然・文化芸術・人物を発掘し、創造、発信する方法を通じて人々と

共感をもって地域を理解し愛着を持つことができます。同様に国際的に他地

域と比較して異文化を理解することは、自文化を深く知ることに通じます。

ファッションへの情熱は青春を生き続ける秘訣です。 

国際文化学部 教授 

水谷由美子 

3 

7 月 10 日 

（土） 
13：30～ 

15：00 

やまぐちの文学 ～瀬戸内あちこち～ 
瀬戸内海は海の廊下。古来実に様々な人たちが往来しました。万葉集をはじめ

広く古典から近現代まで、色んな作品に登場します。人々はどんな思いや願い

をこめて、海を眺め、山を仰いだのでしょうか。では下松の海は？山は？ 

山口県立大学名誉教授 

中原中也記念館名誉館長 

福田百合子 

4 

7 月 24 日 

（土） 
13：30～ 

15：00 

長寿の克服 ～長生きは是か否か～ 
高齢社会の進む日本。長寿が喜びから苦しみになろうとしています。人間は何

故長生きする様になったのか。長生きには意味があるのか。長寿は克服しなけ

ればならない時代に入った今、私たちは、自分の人生観をチェンジすべき時期

に来ました。山口を終の住処とする時、どのような人生観を持つべきかを考え

ましょう。 

共通教育機構 教授 

小川雅広 

5 

8 月 7 日 

（土） 
13：30～ 

15：00 

いろいろなものを上手に食べてイキイキ生活 
生涯青春でいるためには、食事を楽しむことは大切です。暑い夏に負けない

食事の工夫や、地域で取り組む食育の大切さについて、地産地消の視点から

ご一緒に考えてみましょう。 

看護栄養学部 准教授 

 水津久美子 

6 

8 月 21 日 

（土） 

13：30～ 

15：00 

”生涯青春！”学ぶこと、役立つこと、生きること 
今日、自分のためだけでなく、人に役立つ学びと実践が強く求められています。

活力ある地域社会をつくるには、学びの縁から地域の縁へと、お互いに支えあ

う生涯現役のパワーが必要です。生涯学習の立場から実践を通してお話ししま

す。 

国際文化学部 教授  

相原次男 

受 講 料  2,000 円 定 員 50 名（定員になり次第、締切りますのでお早めにお申込みください。） 

申込方法  氏名・住所・電話番号を明記の上、電話・はがき・FAX でお申込みください。 

受講通知  講座開始前までに各自へお知らせします。 

締  切  平成 22 年 6 月 1 日（火） 

申込・問合せ先  〒744-8585 下松市大手町 3-3-3 

            下松市教育委員会社会教育課 TEL 0833-45-1870  FAX 0833-45-1865  

問 合 せ 先  山口県立大学附属地域共生センター 生涯学習部門   TEL / FAX 083-928-3495 

＜主 催 山口県立大学  共 催 下松市教育委員会＞ 



 

 
 
 
 今私たちの住む地球環境を守るためには、一人ひとりが身近な地域環境に関心をもち、優しい環境づくりについて

学びから活動へと、実践につなげることが大切になってきています。そのような人材を育てるために、この講座は

「基礎・学習編（平成 21 年度）」、「実践編（平成 22 年度）」を実施し、修了者には「山口県立大学地域環境アドバ

イザー」の認定証を授与します。これまで受講されている方々は勿論のこと、初めての方も歓迎します。 

 実践力を身につけ、楽しくネットワークを広げましょう。皆様のご参加をお待ちしています。 

 

 
 
 
 

◆プログラム 

 日時・場所 講師等 内 容 

全
体 

6/8（火） 18:30～20:00 
 

山口県立大学 

D14 教室 

(4 号館１階) 

フィールドワークの概要説明・山口市バイオマス事業説明 

6/15（火） 山口県立大学 共通教育機構 教授 新谷明雲 「オゾン層の破壊」 

6/22（火） 山口県立大学 共通教育機構 教授 小川雅広 「農業問題」 

6/29（火） フィールドワークのグループ調整及び自己紹介 

グ
ル
ー
プ
別
実
践
活
動(
詳
細
は
裏
面) 

4 つの実践活動の中から、２つの実践活動を選んで受講する。（原則 4 回出席） 

１ 
① 9/1（水）10:00～16:00 

② 9/5（日）10:00～16:00 

山口県立大学 名誉教授 

伊原 靖二 
山口の水環境を調べてみよう 

２ 4 月中旬～10 月上旬 
山口県立大学 共通教育機構 

教授 小川 雅広 
環境米を作ろう！ 

３ 
① 7/11（日）10:00～16:00 

② 8/1（日）10:00～16:00 

山口県立大学 共通教育機構 

講師 今村 主税 

廃棄物の現状と地球温暖化防止活動 

～ゴミ問題と環境意識の啓発～ 

４ 
① 8/22（日）10:00～16:00 

② 8/29（日）10:00～16:00 

山口県立大学 共通教育機構 

教授 新谷 明雲 

紫外線と電磁波の健康影響 

～生活環境における紫外線と電磁波の強度～ 

全
体 

10/26（火） 

18:30～20:00 
山口県立大学 

D14 教室 

(4 号館１階) 

まとめ・グループ別発表に向けて 

11/13（土） 

13:00～16:00 
グループ別発表 

 

3,000 円（全 10回） ※受講料は、初回受付時にお支払いください。 
 

40 名（応募者多数の場合は抽選となります。） 
 

氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ）・郵便番号・住所・電話番号・希望する実践活動グループを第 3 希望まで明記

の上、はがき・電話・FAX でお申し込みください。 
 

〒753-8502 山口市桜畠 3丁目 2-1 

山口県立大学附属地域共生センター 生涯学習部門 

TEL/FAX ０８３-９２８-３４９５ 
 

平成 22年 5 月 28 日（金）

平成 22 年度 山口県立大学 サテライトカレッジ 

最初の 4 回の講座（6/8、6/15、6/22、6/29）は全員で受講します。その後、４つの実

践活動の中から２つの活動を選び、グループ別に受講します。グループ別活動終了後、

10/26、11/13 は全員参加します。 

受講料 

募集定員 

申込方法 

申込先 

締切日 



 
  

  

★「基礎･学習編」「実践編」の両方を修了された方には「山口県立大学地域環境アドバイザー」の認定証を授与します。 

※詳細は第 1回の講座の時にお知らせします。 

【コース１】 講師：名誉教授 伊原 靖二 【コース２】 講師：共通教育機構教授 小川 雅広 

【コース４】 講師：共通教育機構教授 新谷 明雲 【コース３】 講師：共通教育機構講師 今村 主税 

山口の水環境を調べてみよう 
日時：①9月1日（水）②9月5日（日） 10:00～16:00 

場所：①現地（山口市朝田浄水場、山口市浄水センター） 

②山口県立大学A21番教室（本館2階） 
 

◆内容 

山口市上下水道施設の見学、及び実際に椹野川の水をポイ

ント別に採取して、主としてパックテストを用いた水質測

定を行います。 

◆実践内容及び日程 

1日目：各自、朝田浄水場に午前10時までに集合して、施

設の説明及び浄水場と水質分析機器等の見学を行います。

昼食後浄水センター（下水道施設）に移動して同様に施設

の見学を行います。 

2日目：大学に午前10時までに集合して、採水器等を点検

後、ポイント別に採水に行きます。採水と共に河川の様子

等を記録します。昼食後大学に戻り、採水した水を主とし

てパックテストを用いて水質測定を行い、各ポイント別の

データから河川の水質状況を把握し、現状を知ると共に、

今後の問題点と対策を考えます。 

◆各自の準備物：筆記用具、カメラ等 

◆その他 

上下水道見学は午前（上水道）、午後（下水道）両施設の

参加が原則ですが、最低一施設でも可とします。他コース

の方も、希望があれば参加出来ます。 

※雨天の場合、日時を変更することがあります 

環境米を作ろう！ 
日時： 4月中旬（種まき）～10月上旬（収穫） 

   ※詳細は別記 

場所：山口県立大学・仁保及び天花（一ノ坂ダムの近く）  

 

◆内容 

米作りを最初から最後まで学習・実践し、将来的には自分

の家族の１年間分のお米を自分で作れるようになることを

めざします。 

◆実践内容及び日程 

・種まき：4月18日～5月10日 この期間の1日 

苗箱作りをし、種もみをまき、苗の準備をします。 

・田んぼ作り：5月16日～31日 この期間の1日 

田んぼを耕耘機で耕し、水を入れ、田んぼ作りをします。 

・田植え：5月23日～6月6日 この期間の1日 

田植機を使って田んぼに稲の苗を植えます。 

・草刈り：7月～9月 この期間の1日 

草刈り機を使って田んぼの畔に生えた雑草を除草します。 

・稲刈り：9月26日～10月4日 この期間の1日 

コンバインを使って実った稲を収穫し、乾燥する。 

・玄米作り：9月27日～10月4日 この期間の1日 

 籾スリをし、玄米にした後精米する。 

◆各自の準備物 

農作業に適したもの：作業服、軍手、タオル、帽子、雨具等 

◆その他 

水分補給をするように準備してください。 

紫外線と電磁波の健康影響 
～生活環境における紫外線と電磁波の強度～ 

日時：①8月22日(日) ②8月29日(日) 10:00 ～16:00 

場所：山口県立大学環境物理学研究室(本館2階) 

 

◆内容 

2日間のうち1日を紫外線についての学習と測定に、2日目

を電磁波についての学習と強度測定を行います。 
 
◆実践内容及び日程 

1日目：午前10時に集合し、研究室に於いて紫外線と電磁

波の健康影響についての学習を行います。測定実施に向け

た計画(予測や仮説)を立案します。学内及び山口市内(変

電所、送電線下)においての電磁波測定をします。その後、

研究室にてデータ整理を行います。 

2日目：午前10時に集合し、1日目と同じ時刻・場所に於い

て紫外線及び電磁波の強度測定を行います。研究室に戻り

データ整理を行います。2日間のデータから強度の日変化

を見ます。紫外線については雲量とどのような関係にある

かを、電磁波については気温との関係を注目します。 

 

◆各自の準備物 

ノート、筆記類、2日間の飲食代。 

◆その他 

人数によっては測定場所を変更します。 

廃棄物の現状と地球温暖化防止活動 
～ゴミ問題と環境意識の啓発～ 

日時：①7月11日（日）②8月1日（日）10:00～16:00 

場所：①午前：山口県立大学A21教室（本館2階） 

    午後：積水ハウス住まいの夢工場 

②山口県立大学A21教室（本館2階） 

 

◆内容 

7月：「企業における廃棄物の先進事例の見学」 

産業廃棄物がどのように分類・処理され、どのようなもの

に生まれ変わっているか、積水ハウスでリサイクルの現場

を見ます。 

8月：「環境教育教材作成実習」 

地域に出て皆さんが活用できるような教材を作成します。 

 

◆実践内容及び日程 

1日目：（午前）事前の説明、移動。（午後）現場を見ます。 

2日目：皆さんが環境教育活動を行うときに使えるような

教材(双六・かるた等)を作成し、楽しみながら次の活動へ

つなげます。 

  

◆各自の準備物 

筆記用具、ノート、アイディア 

 




